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加
悦
谷
高
校
創
立
以
来
初
め
と
な

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
凱
旋

に
、
全
校
生
徒
は
割
れ
ん
ば
か

り
の
大
き
な
拍
手
で
出
迎
え
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
顧
問
の
川か

わ

畑ば
た

勉
つ
と
む

先
生
に

「
日
本
一
に
し
て
や
る
」
と
口
説
か
れ
て
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
思
い
、
度

重
な
る
け
が
を
克
服
し
て
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
の
切
符
を
つ
か
む
ま
で
の
苦
難
の
道

の
り
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

高
校
時
代
、
川
畑
先
生
の
指
導
の
下
で
め

き
め
き
と
頭
角
を
現
し
、
全
日
本
選
手
権
を

制
し
国
際
舞
台
で
活
躍
し
た
齋
藤
選
手
。
そ

ん
な
中
で
芽
生
え
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
思

い
で
し
た
が
、大
学
で
は
け
が
に
悩
ま
さ
れ
、

「
出
れ
な
か
っ
た
結
果
で
は
な
く
、
出
れ
る

ほ
ど
の
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
悔
し
か
っ
た
」
と
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
北
京
は
出
れ
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
出

れ
る
く
ら
い
一
生
懸
命
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
」
と
心
に
誓
っ
て
次
の
目
標
へ
と
気
持
ち

を
切
り
替
え
ま
し
た
が
、
同
校
の
後
輩
で
も

あ
る
橋は

し

田だ

麻ま

由ゆ

選
手
の
台
頭
や
け
が
な
ど
、

こ
の
後
何
度
も
齋
藤
選
手
に
試
練
が
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
「
ピ
ン
チ
に
強
い
」
と

恩
師
の
川
畑
先
生
が
評
す
る
よ
う
に
、
「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ

っ
た
か
ら
が
ん
ば
れ
た
」
と
試
練
を
乗
り
越

え
、
北
京
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

憧
れ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
は
「
他
の

国
際
大
会
と
同
じ
冷
静
な
気
持
ち
」
で
試
合

に
臨
み
、
ジ
ャ
ー
ク
で
自
己
の
日
本
記
録

（
１
１
９
㌔
）
を
更
新
す
る
１
２
２
㌔
を
挙

げ
て
見
事
８
位
に
入
賞
。
そ
の
結
果
を
振
り

返
り
、
「
自
分
の
力
を
出
せ
た
こ
と
を
誇
り

に
思
う
」
と
語
り
、
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
夢

み
た
い
な
二
週
間
。
こ
ん
な
夢
を
見
さ
せ
て

も
ら
っ
て
本
当
に
幸
せ
」
と
喜
び
の
声
を
聞

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

講
演
の
最
後
に
は
、
「
目
標
を
持
っ
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
事
。

残
り
の
高
校
生
活
、
大
学
、
社
会
人
に
な
っ

て
も
夢
中
に
な
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
て
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

上／全校生徒が拍手で出迎えた

下／生徒会副会長から花束が贈られた

右下／試合の様子をスクリーンで鑑賞

「目標を持って、それに向かって努力することが大事」

［齋藤里香選手北京オリンピック入賞記念講演］

母校へ凱旋。
北京オリンピックのウエイトリフティング女子

69kg級で日本記録を更新し８位に入賞した

齋
さい

藤
とう

里
り

香
か

さんが９月12日、母校

の加悦谷高校へ凱旋し、オリ

ンピック出場の経験を生

徒に語りました。

水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあいのまち

Y O S A N O広報よさの
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三
月
十
六
日
か
ら

「
町
営
バ
ス
」の

運
行
を
開
始
し
ま
す

第
四
回
与
謝
野
町
地
域
公
共
交
通
会
議
で
「
町
営
バ
ス
運
行
計
画
」
が
承
認
さ

れ
、「
私
た
ち
の
バ
ス
」
と
し
て
、
い
よ
い
よ
走
り
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
月
の
特
集
で
は
、
こ
の
「
町
営
バ
ス
」
の
内
容
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

交
通
不
便
地
区
の

皆
さ
ん
の
声

与
謝
野
町
誕
生
後
、
町
内
二
十
四

ヵ
所
で
開
催
し
た
町
政
懇
談
会
で
、

交
通
不
便
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々

か
ら
日
常
の
交
通
手
段
を
求
め
る
ご

意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
町
で
は
、
民
間
の
バ
ス

路
線
か
ら
離
れ
た
地
域
を
中
心
に
新

た
に
町
営
バ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
町

営
バ
ス
運
行
計
画
の
協
議
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
九
月
一
日
に
開
催
し
ま

し
た
、
第
四
回
与
謝
野
町
地
域
公
共

交
通
会
議（
会
長
／
太
田
貴
美
町
長
）

で
、
町
営
バ
ス
運
行
計
画
が
承
認
さ

れ
、
九
月
二
十
四
日
に
は
、
町
営
バ

ス
運
行
に
関
す
る
条
例
と
補
正
予
算

が
町
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

運
行
ル
ー
ト

運
行
日

町
内
に
は
現
在
、
民
間
の
路
線
バ

ス
が
南
北
を
貫
く
経
路
で
運
行
さ
れ

て
お
り
、
通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買

い
物
な
ど
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
営
バ
ス
は
、
こ
の
民
間

路
線
と
そ
こ
か
ら
離
れ
た
地
域
と
を

結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
町
内
を
民
間
バ

ス
路
線
と
町
営
バ
ス
路
線
で
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

路
線
は
次
の
二
路
線
で
、
そ
れ
ぞ

れ
曜
日
に
よ
り
運
行
日
を
分
け
て
い

ま
す
。
な
お
、
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
年
始
（
十
二
月
三
十
日
か
ら
一
月

三
日
）
は
運
休
し
ま
す
。

■
加
悦
奥
･
奥
滝
線

月
・
水
・
金
曜
日
の
運
行
で
、

加
悦
奥
〜
ウ
イ
ル
〜
加
悦
庁

舎
〜
温
江
〜
山さ

ん

河ご

、
奥
滝
の

区
間

■
石
川
･
桑
飼
線

火
・
木
・
土
曜
日
の
運
行
で
、

川
上
〜
野
田
川
庁
舎
〜
明
石
〜

ウ
イ
ル
〜
加
悦
庁
舎
〜
香
河
〜

石
川
〜
野
田
川
庁
舎
の
区
間

ま
た
、
運
行
ル
ー
ト
に
は
、
バ
ス

停
留
所
以
外
の
場
所
で
も
自
由
に
乗

り
降
り
が
で
き
る
「
フ
リ
ー
乗
降
区

間
」
を
設
け
ま
し
た
。

運
行
時
間
帯

便
数

町
営
バ
ス
は
、
主
に
買
い
物
・
通

院
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
行
時
間
帯

を
概
ね
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後

七
時
頃
と
し
、
加
悦
奥
、
山
河
、
奥

滝
そ
れ
ぞ
れ
に
八
便
を
、
石
川
･
桑

飼
線
に
は
十
便
を
運
行
す
る
こ
と
を

基
本
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
運
行
ダ
イ
ヤ
は
、
運
行

業
務
を
請
け
負
う
事
業
者
が
決
ま
り

次
第
調
整
し
決
定
し
ま
す
。

運
賃回

数
券

運
賃
は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
民
間
路

線
バ
ス
や
近
隣
自
治
体
の
取
り
組
み

を
参
考
に
検
討
し
た
結
果
、
大
人
二

百
円
・
小
人（
小
学
生
）百
円
・
小
学

生
未
満
無
料
の
均
一
運
賃
と
し
、
お

得
な
回
数
券（
十
一
枚
綴
り
二
千
円
）

も
準
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
常
の
公
共
交
通
機
関
と

同
様
に
障
害
者
等
で
条
件
に
該
当
す

る
方
は
半
額
と
し
て
い
ま
す
。

一
年
間
の

実
証
運
行

町
営
バ
ス
運
行
は
全
く
初
め
て
の

取
り
組
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の

運
行
計
画
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
や
収
支
状
況
な
ど
が
本
当
に
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
最
適
で
利
便
性
の

高
い
交
通
手
段
と
し
て
機
能
す
る
か

を
検
証
す
る
た
め
、
平
成
二
十
一
年

三
月
十
六
日
か
ら
一
年
間
の
実
証
運

行
と
し
ま
す
。

私
た
ち
の

バ
ス

こ
の
町
営
バ
ス
運
行
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
策
定
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
町
民
に

よ
る
、
町
民
の
た
め
の
バ
ス
」
と
し

て
可
愛
い
が
ら
れ
、
利
用
さ
れ
、
ま

た
育
て
ら
れ
ま
す
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■運行：月曜日・水曜日・金曜日 
■区間：加悦奥～ウイル～加悦庁舎～温江～山河、奥滝 

河原 

山河公民館 

宇豆貴公民館 

ＳＬ広場 

加悦の里 

桜内集会所 

与謝野礼厳碑前 

尾上団地 奥手 

湯ノ谷 

温江公民館上 

温江ポンプ車庫前 上ヶ石 

椿大橋 鹿ノ熊 
下ノ段 

施薬寺下 

椿原 

与謝保育園 下 

加悦奥十番組 

一の宮神社上 

八番組集会所下 

鳥垣橋 

有熊 

六番組集会所前 

広野橋 

青山下 

百合会館下 
加悦地域公民館 

婦人と子供のセンター 

加悦庁舎 

ウイル 
算所公民館下 

算所下 

加悦奥・奥滝線 

フリー乗降区間 

フリー乗降区間 

凡　　　　例 

　  区　分 

大人 

小人（小学生） 

小学生未満 

身体障害者等 

回数乗車券利用料金 

11枚綴り2,000円 

― 

― 

― 

普通利用料金 

200円 

100円 

無料 

半額 

運賃・回数券 
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ウイル 
算所公民館下 

算所下 

加悦地域公民館 

加悦庁舎 谷垣 

桑飼小学校 

棒賀 

香河上 

香河下 

日晩寺上 

日晩寺下 

大宮会館 

大宮 

大代 

明石団地 

庄ヶ崎 

三河内大橋西 

野田川郵便局前 

野田川庁舎 

農協前 

亀山公民館下 

亀山 

石川公民館 

石川診療 所 豊口橋 
石川上地 

川上口 

川上会館 

川上上 

石 川・ 桑飼 線 ■運行：火曜日・木曜日・土曜日 

■区間：川上～野田川庁舎～加悦庁舎～香河～野田川庁舎 

フリー乗降区間 

凡　　　　例 

　  区　分 

大人 

小人（小学生） 

小学生未満 

身体障害者等 

回数乗車券利用料金 

11枚綴り2,000円 

― 

― 

― 

普通利用料金 

200円 

100円 

無料 

半額 

運賃・回数券 

丹海バス路線が改編されました

与謝野町地域公共交通会議では、需要に

即した効率的な交通体系へと既存路線バス

を再構築し、与謝野町の新たな公共交通ネ

ットワークシステムについて検討を進めて

きました。その結果、10月１日から丹海

バス路線の一部変更とダイヤ改正が行わ

れ、これによりクアハウス岩滝、加悦庁舎

に乗り入れるなど大変便利になりました。

町営バスの愛称とデザインを募集！

平成21年3月16日から運行する町営バスが、「私たちのバス」として住民の皆さんに親しみや愛着を持って

いただけるように、またバスが運行されていることを広く知っていただくために、バスの愛称とバス車体

外観へのラッピングデザインを募集します。

主催

与謝野町

バス愛称、デザイン対象車両

愛称は与謝野町営バスの愛称として一般的に使用し、

デザインは与謝野町営バスとして運行する小型バス車

両の側面・前後面ボディにラッピングします。

応募資格

どなたでも応募できます。

応募内容

所定の車体ラッピングデザイン記入用紙（Ａ３サイズ）

に色鉛筆、サインペン、水彩絵の具等で着色デザイン

の上、応募用紙（バス愛称、氏名等を記載）と併せて

提出してください。

〈留意点〉

・バスの愛称のみ、車両ラッピングデザインのみの応

募も可能です。

・まちの将来像「水・緑・空　笑顔かがやく　ふれあ

いのまち」を基本イメージとします。

・バス車体ボディの基本色はスカイブルーとします。

・個人名、団体名、商品名等を入れたデザインは避け

てください。

・未発表作品に限ります。また、他者の知的財産権を

侵害しないものに限ります。（これらの問題が発生し

た場合は、全ての責任は応募者が負うものとします）

応募点数

点数の制限はありません。応募用紙１枚につき１点で

応募してください。

応募用紙の配布場所・入手方法

与謝野町役場、加悦庁舎、野田川庁舎で配布していま

す。また与謝野町ホームページ（http://www.town.

yosano.lg.jp/）から、募集要領、応募用紙、車両デザ

イン記入用紙がダウンロードできます。（車両デザイ

ン記入用紙は、必ずＡ３サイズに拡大印刷してからご

使用ください）

応募方法

【持参の場合】応募作品は、与謝野町役場企画財政課、

加悦庁舎、野田川庁舎のいずれかに持参してください。

【郵送・宅配便等による場合】郵送・宅配便等での提

出の場合は、与謝野町役場企画財政課（〒629-2292

京都府与謝郡与謝野町字岩滝1798番地1）宛に送付し

てください（郵送料は個人負担）。電子データによる

作品提出は、PDF形式またはJPEG形式で、CD-

ROMにより提出してください。

※提出は、持参・郵送・宅配便のみ受け付けます。

〈留意点〉

・車両ラッピングデザイン記入用紙に必ず氏名を記入

してください。

・応募用紙（バス愛称、デザイン説明、趣旨等を記載）

と併せて提出してください。

応募締切

10月24日（金）午後５時30分必着

審査

地域住民で構成する与謝野町地域バス運営協議会で、

バスの愛称と車両ラッピングデザインをそれぞれ審査

します。

審査結果の発表

①バスの愛称と車両ラッピングデザインそれぞれの最

優秀賞応募者のみ郵送で通知します。

②与謝野町ホームページで発表します。

懸賞

【バス愛称】最優秀賞1点（副賞3万円、ただし複数受

賞の場合は抽選とします）

【車両ラッピングデザイン】最優秀賞1点（副賞3万円）

その他

・応募作品は返却しません。

・最優秀作品（バス愛称、車両ラッピングデザイン）

の著作権、使用権等一切の権利は主催者に帰属しま

す。

加悦庁舎前 クアハウス岩滝前

バス車両イメージ



依存財源 70.5 % 

自主財源 29.5 % 

  7 3 億 7 , 18 9 万 9 千 円 

  7 8 億 2 , 54 3 万 4 千 円 

  3 0 億 8 , 09 4 万 円 

  2 9 億 7 , 76 4 万 1 千 円 

H19 

H18 

H19 

H18 

地　方 
交付税 

町　債 

国　庫 
支出金 

府　 
支出金 

その他 

町　税 

使用料 
手数料 

諸収入 

繰越金 

その他 

4545億億575575万万77千千 円円 （（43.143.1％）％） 

4646億億5,9045,904万万44千千 円円 （（43.1%43.1%）） 

11億6,880万3千 円 （11.2%） 

12億3,840万 円 （11.5%） 

6億2,622万9千 円 （6.0%） 

6億2,708万3千 円 （5.8%） 

6億268万2千 円 （5.8%） 

6億2,386万5千 円 （5.8%） 

4億6,842万8千 円 （4.5%） 

6億7,704万2千 円 （6.3%） 

1919億億2,6622,662万万99千千 円円 （（18.4%18.4%）） 

1717億億3,5313,531万万55千千 円円 （（16.1%16.1%）） 

45億575万7千 円 （43.1％） 

46億5,904万4千 円 （43.1%） 

19億2,662万9千 円 （18.4%） 

17億3,531万5千 円 （16.1%） 

4億9,522万 円 （4.7%） 

5億2,427万7千 円 （4.9％） 

4億8,625万3千 円 （4.7%） 

5億6,301万5千 円 （5.2%） 

1億1,663万5千 円 （1.1%） 

9,514万6千 円 （0.9%） 

5,620万3千 円 （0.5%） 

5,988万8千 円 （0.6%） 

その他／地方譲与 税・ 利子割交付 金・ 配 当 

割交付 金 ・ 株式等譲渡所得割交付 金・ 地 方 

消費税交付 金 ・ 自動車取得税交付 金・ 地 方 

特例交付 金・ 交通安全対策特別交付金 

そ の 他 ／ 繰 入 金 ・ 財産収 入 ・ 

寄付 金・ 分担 金 ・ 負担金 町民税町民税 
99億億505505万万88千円千円 

固定資産税固定資産税 
88億億3,6433,643万万33千円千円 

軽自動車税軽自動車税 
5,4345,434万円万円 

町民税 
9億505万8千円 

固定資産税 
8億3,643万3千円 

軽自動車税 
5,434万円 

市町村たばこ税 
1億3,068万2千円 

都市計画税 （繰越分のみ） 
11万6千円 

● 町税の内訳 

● 徴収率 

税目 H19 H18 

市町村民税 94.4％ 93.9％ 

固定資産税 89.3％ 90.5％ 

軽自動車税 91.2％ 91.6％ 

市町村たばこ税 100 . 0 ％ 100 .0 ％ 

都市計画税 
（滞納分のみ） 

16.9％ 50.0％ 

計 92.3％ 92.5％ 
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特 集

平
成
十
九
年
度

与
謝
野
町

決
算

一
億
五
千
七
百
五
万
円
の
黒
字
決
算

平
成
十
九
年
度
決
算
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
、九
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、前
年
度
比
４
・
４
％
減
の
百
四
億
五
千
百
九
十
四
万
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
分
を
差
し
引
い
た
純
繰
越
額（
実
質
収
支
）は

一
億
五
千
七
百
五
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

01 会計別決算02 歳入の財政状況（普通会計※）

一　般　会　計普通会計歳入総額　104億5,283万9千円（人口1人当たり 417,179円） 公営企業会計

●一般会計
歳　入 104億5,194万円
歳　出 102億8,497万円
繰　越 992万円

実質収支 1億5,705万円

特　別　会　計

●簡易水道会計
歳　入 8億5,301万円
歳　出 8億4,825万円
繰　越 9万円

実質収支 466万円

●下水道会計
歳　入 20億3,311万円
歳　出 20億3,056万円
繰　越 180万円

実質収支 76万円

●農業集落排水会計
歳　入 4,909万円
歳　出 4,322万円
繰　越 587万円

実質収支 0万円

●国民健康保険会計（事業勘定）
歳　入 26億8,686万円
歳　出 26億6,923万円

実質収支 1,763万円

●国民健康保険会計（直診勘定）
歳　入 8,973万円
歳　出 8,647万円

実質収支 326万円

●老人保健会計
歳　入 23億6,431万円
歳　出 24億2,171万円

実質収支 △5,740万円

●介護保険会計（事業勘定）
歳　入 19億9,601万円
歳　出 19億2,416万円

実質収支 7,185万円

●介護保険会計（サービス勘定）
歳　入 1,212万円
歳　出 933万円

実質収支 279万円

●財産区会計
歳　入 895万円
歳　出 895万円

実質収支 0万円

●宅地造成会計
歳　入 694万円
歳　出 1億4,865万円

実質収支 △1億4,171万円

●土地取得会計
歳　入 146万円
歳　出 112万円

実質収支 34万円

●石田土地区画整理会計
歳　入 0万円
歳　出 0万円

実質収支 0万円

●水道事業会計
◎収益的収支（水道料等）
営業収益 1億4,602万円
事業費用 1億8,027万円

◎資本的収支（施設建設等）
資本的収入 1,599万円
資本的支出 8,393万円

差　　引 △6,794万円

※端数整理のため表内計が一致しないものがあります。※普通会計とは、一般会計・土地取得特別会計・石田土地区画整理事業特別
会計を純計したものと、簡易水道特別会計の一部を追加したものです。

平
成
十
九
年
度
普
通
会

計
歳
入
決
算
額
（
町

に
入
っ
た
お
金
）
は
、

百
四
億
五
千
二
百
八
十
三
万
九
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に
比

べ
三
億
五
千
二
十
三
万
六
千
円
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
訳
を
見
て
み
る
と
、
町
税
な

ど
の
自
主
財
源
は
29
・
５
％
と
非

常
に
弱
い
財
政
基
盤
と
な
っ
て
い

ま
す
。
町
債
（
借
金
）
は
国
の
財

源
不
足
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
か

ら
振
り
替
え
ら
れ
た
臨
時
財
政
対

策
債
を
四
億
千
百
万
円
借
り
入
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
後
年
度
全
額

交
付
税
算
入
が
あ
る
も
の
で
す
。

そ
の
他
も
合
併
特
例
債
、
辺
地
債

な
ど
交
付
税
算
入
率
の
高
い
有
利

な
町
債
を
活
用
し
、
道
路
な
ど
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

当
初
予
算
で
は
、
財
政
調
整
基

金
を
二
億
円
取
り
崩
す
こ
と
に
し

て
い
ま
し
た
が
、
取
り
崩
さ
ず
決

算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
中
心
的
役
割
で
あ

る
町
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
億

九
千
百
三
十
一
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
税
制
改
正

に
よ
り
所
得
税
か
ら
個
人
町
民
税

へ
税
源
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
都
市
計
画
税
は
、
旧

岩
滝
町
で
徴
収
し
て
い
ま
し
た

が
、
合
併
時
に
凍
結
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
滞
納
繰
越
分
の
み
の
決

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

徴
収
率
は
、
現
年
度
で
は
98
・

１
％
、
滞
納
繰
越
分
で
は
11
・

１
％
、
全
体
で
は
92
・
３
％
で
、

前
年
度
よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
下

降
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
近
隣
の
市
町
と
比
べ
て
も

低
い
徴
収
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。



100.0 

98 . 0 

96 . 0 

94 . 0 

92 . 0 

90. 0 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 

（％） 

99 . 2 

98 . 8 

96 . 0 

94 . 9 

99 . 1 

94 . 5 

93 . 9 

90 . 6 

   京丹後市 96.1 

   与謝野町 95.6 
   宮津市 95.4 

   伊根町 94.2 
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H19 
H18 

人件費 

物件費 

公債費 

繰出金 

投資的 
経　費 

補助費等 

扶助費 

その他 

1313億億3,3073,307万万66千円千円（（12.612.6％％）） 

5億182万2千円（4.8％） 

6億2,395万8千円（5.8％） 

1616億億446446万万11千円千円（（15.615.6％％）） 

1616億億1,3331,333万万11千円千円（（15.215.2％％）） 

1313億億1,9581,958万円万円（（12.812.8％％）） 

1111億億8,8208,820万万77千円千円（（11.611.6％％）） 

1313億億5,9915,991万万88千円千円（（12.812.8％％）） 

99億億7,4227,422万万55千円千円（（9.59.5％％）） 

1010億億4,6024,602万万66千円千円（（9.99.9％％）） 

99億億3,4393,439万万11千円千円（（9.19.1％％）） 

88億億3,4583,458万万22千円千円（（7.97.9％％）） 

2020億億9,6279,627万円万円（（20.420.4％％）） 

2121億億9,0009,000万万88千円千円（（20.720.7％％）） 

1616億億6,6586,658万円万円（（16.216.2％％）） 

1515億億9,7259,725万万11千円千円（（15.115.1％％）） 

人件費／職員給与・議員報酬・委員報酬など 

物件費／賃金・旅費・備品購入費・委託料・ 

消耗品費・修繕料など 

公債費／借金の返済元利金・一時借入金利子 

繰出金／下水道・簡易水道・介護保険・国民 

健康保険などの特別会計への繰出金 

投資的経費／阿蘇シーサイドパーク整備事業、 

小学校耐震補強事業、町道新設改良事業など 

の建設費や災害復旧事業費 

補助費等／宮津与謝消防組合への負担金、自 

治振興補助金、地方バス路線・ＫＴＲ経営対 

策補助金、各種団体への補助金など 

扶助費／児童手当、乳児医療費・老人医療費、 

障害者自立支援給付費など 

その他／商工業融資資金貸付金・地域医療確 

保奨学金貸付金・基金への積立金など 

13億3,307万6千円（12.6％） 

16億446万1千円（15.6％） 

16億1,333万1千円（15.2％） 

13億1,958万円（12.8％） 

11億8,820万7千円（11.6％） 

13億5,991万8千円（12.8％） 

9億7,422万5千円（9.5％） 

10億4,602万6千円（9.9％） 

9億3,439万1千円（9.1％） 

8億3,458万2千円（7.9％） 

20億9,627万円（20.4％） 

21億9,000万8千円（20.7％） 

16億6,658万円（16.2％） 

15億9,725万1千円（15.1％） 

（億円） 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

0 

350 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 

（億円） 

25 

20 

15 

10 

5 

0 

30 

平成17年度 平成18年度 平成19年度 

159159億億6,6246,624万円万円 

137137億億6,0516,051万円万円 

166166億億1,9991,999万円万円 

136136億億647647万円万円 

特別会計特別会計 

169169億億6,4876,487万円万円 

一般会計一般会計 

133133億億7,8177,817万円万円 
88億億9,7329,732万円万円 

22億億777777万円万円 

55億億2,0042,004万円万円 

44億億8,9308,930万円万円 

1010億億2,4202,420万円万円 

22億億780780万円万円 

66億億5,3875,387万円万円 

44億億2,8452,845万円万円 

財政調整基金財政調整基金 

1111億億1,4741,474万円万円 

減債基金減債基金 

22億億819819万円万円 

特定目的基金特定目的基金 

88億億1,1621,162万円万円 

159億6,624万円 

137億6,051万円 

166億1,999万円 

136億647万円 

特別会計 

169億6,487万円 

一般会計 

133億7,817万円 
8億9,732万円 

2億777万円 

5億2,004万円 

4億8,930万円 

10億2,420万円 

2億780万円 

6億5,387万円 

4億2,845万円 

財政調整基金 

11億1,474万円 

減債基金 

2億819万円 

特定目的基金 

8億1,162万円 

特別会計基金 

3億9,397万円 〈計297億2,675万円〉 〈計302億2,646万円〉 〈計303億4,304万円〉 

〈計21億1,443万円〉 

〈計23億1,432万円〉 

〈計25億2,852万円〉 

04 借金と預金

05 経常収支比率

借金（地方債残高） 預金（基金残高）

町民１人当たり　借金121万1,009円　預金10万915円

03 歳出の財政状況（普通会計）

目 的 別 内 訳

性 質 別 内 訳

普通会計歳出総額　102億8,553万6千円（人口1人当たり 410,502円）

経
常
収
支
比
率
と
は
、

町
税
や
普
通
交
付
税

な
ど
の
経
常
的
な
収

入
（
一
般
財
源
）
が
、
人
件
費
や
公

債
費
な
ど
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る

経
費
に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
か
を

表
す
比
率
で
す
。
１
０
０
％
に
近

い
ほ
ど
硬
直
し
た
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
町
村
で
は
70
％
程
度

地
方
債
残
高
（
借
金
）

は
、
平
成
十
九
年
度

末
で
一
般
会
計
と
特

別
会
計
を
合
わ
せ
て
、
三
百
三
億

四
千
三
百
四
万
円
で
、
前
年
度
よ

り
一
億
千
六
百
五
十
八
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
比

べ
一
般
会
計
は
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
特
別
会
計
は
下
水
道
と

簡
易
水
道
の
整
備
に
よ
り
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
町
民
一
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、
百
二
十
一

万
千
九
円
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
基
金
残
高
（
預
金
）
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

て
、
二
十
五
億
二
千
八
百
五
十
二

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
二
億
千
四

百
二
十
万
円
増
加
し
て
お
り
、
町

民
一
人
当
た
り
で
は
、
十
万
九
百

十
五
円
と
な
り
ま
す
。
内
訳
を
見

て
み
る
と
、主
に
一
般
会
計
で
は
、

特
定
目
的
基
金
の
地
域
振
興
基
金

を
一
億
七
千
六
百
五
万
円
積
み
立

て
た
こ
と
に
よ
る
増
加
、
特
別
会

計
基
金
で
は
国
保
財
政
調
整
基
金

を
四
千
万
円
取
り
崩
し
た
こ
と
に

よ
る
減
額
な
ど
で
す
。

※
町
民
一
人
当
た
り
は
、
平
成
二

十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
住

基
人
口
二
万
五
千
五
十
六
人
で

算
出
。

が
妥
当
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
与
謝
野
町
の
平
成
十
九
年
度

決
算
で
は
、
95
・
６
％
と
な
り
、

昨
年
度
よ
り
１
・
７
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
。

今
後
も
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
さ
ら
な
る
経
常
経
費
の

節
減
を
徹
底
し
、
効
率
的
・
効
果

的
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

第1位 民生費
24億6,021万7千円

障害福祉サービス、老
人医療助成、保育所管
理運営など

第6位 衛生費
7億4,086万4千円

各種健診、一般廃棄
物処理委託など

第7位 商工費
5億7,294万1千円

商工業者金融支援、
クアハウス岩滝管理
運営など

第8位 消防費
4億9,429万9千円

宮津与謝消防組合負
担金、消防団活動運
営など

第9位 農林水産業費
3億8,048万5千円

中山間地域等直接支
払交付金事業、冷凍米
飯加工施設拡張など

第10位 議会費
1億1,043万5千円

議員報酬および期末
手当など

第11位 その他
7,718万3千円

土地開発公社買い戻
し、野田川わーくぱ
る空調設備改修など

第2位 公債費
16億446万1千円

借金の返済、一時借入
金利子

第3位 総務費
13億7,697万3千円

庁舎管理、地方バス路
線運行維持支援、有線
テレビ地デジ放送シス
テム整備、参議院・京
都府議会議員選挙など

第4位 土木費
12億8,916万8千円

地方道路整備臨時交付
金事業（岩屋川線・明
石香河線など）、阿蘇
シーサイドパーク整
備、除雪対策など

第5位 教育費
11億7,851万円

小学校耐震補強等整
備、知遊館管理運営
（駐車場用地購入含む）
など

平成19年度

決算



もしも健全化比率が 
ひとつでも超えてしまったら… 

▽ 「財政健全化計画 」 の策 定 （議会の議決 が 

必要 ） ▽外部監査の実 施 （公認会計士など） 

さらに再生基準に達してしまったら… 

▽ 「財政再生計画 」 の策 定 （議会の議決が必要。 

さらに国へ報告し同意を 求 め る ） ▽財 政再 生 

計画の変更や予算の変更等を国が勧告▽外部 

監査の実 施 （公認会計士など ） ▽災害復旧 事 

業などを除き町債の借入 が 制 限 され る （国 の 

許可を受ければ制限は外れる） 

実質赤字比率 

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

将来負担比率 資金不足比 率 

与謝野町  該当なし 

与謝野町  該当なし 

与謝野町  100.1

宅地造成事業会計  22.3↑ 

↓
 

税や地方交付税な税や地方交付税な どど のの 収収 

入に対し入に対し 、、 借入金や将借入金や将 来来 

支払支払 っっ ていく可能性のていく可能性の ああ 

る負債る負債  等等 （将来負担額（将来負担額  ）） 

の割合の割合 。。 第３セクター第３セクター やや 

土地開発公社土地開発公社 、、 一部事一部事 務務 

組合の負債や債務額が含組合の負債や債務額が含 

まれまれ 、、 ここから基金残ここから基金残 高高 

を差し引くことができまを差し引くことができま 

すす 。。 将来財政を圧将来財政を圧 迫迫 すす るる 

可能性が高いかどうかが可能性が高いかどうかが 

分かりま分かりま すす 。。 

●● 早期健全化基準早期健全化基準   350.0350.0 

全全 てて の会計の赤字や黒の会計の赤字や黒 字字 

を合算を合算 しし てて 、、 全体の赤全体の赤 字字 

の程度を示すもの。の程度を示すもの。 

●● 早期健全化基準早期健全化基準  1919 .1.1 

●● 財政再生基準財政再生基準  40.040.0 

普通会計の赤字の程度を普通会計の赤字の程度を 

示すもの。示すもの。 

●● 早期健全化基準早期健全化基準  14.114.1 

●● 財政再生基準財政再生基準  20.020.0 

各公営企業の事業規模に各公営企業の事業規模に 

対する料金収入等の資金対する料金収入等の資金 

不足の割合。不足の割合。 

●● 経営健全化基準経営健全化基準  20.020.0 

税や地方交付税な ど の 収 

入に対し 、 借入金や将 来 

支払 っ ていく可能性の あ 

る負債 等 （将来負担額 ） 

の割合 。 第３セクター や 

土地開発公社 、 一部事 務 

組合の負債や債務額が含 

まれ 、 ここから基金残 高 

を差し引くことができま 

す 。 将来財政を圧 迫 す る 

可能性が高いかどうかが 

分かりま す 。 

● 早期健全化基準   350.0 

全 て の会計の赤字や黒 字 

を合算 し て 、 全体の赤 字 

の程度を示すもの。 

● 早期健全化基準  19 .1 

● 財政再生基準  40.0 

普通会計の赤字の程度を 

示すもの。 

● 早期健全化基準  14.1 

● 財政再生基準  20.0 

各公営企業の事業規模に 

対する料金収入等の資金 

不足の割合。 

● 経営健全化基準  20.0 

税や地方交付税などの収税や地方交付税などの収 

入に対し、借入金の返済入に対し、借入金の返済 

金や下水道などの特別会金や下水道などの特別会 

計繰出金のうち、借金の計繰出金のうち、借金の 

返済分、返済分、債務負担行為債務負担行為（後（後 

年度の負債年度の負債）などの実質）などの実質 

的な借金返済額の大きさ的な借金返済額の大きさ 

を示し、資金繰りの危険を示し、資金繰りの危険 

度を表すもの。平成度を表すもの。平成117 7

～～1919年度年度の３の３ヵ年平均でヵ年平均で 

示しています。示しています。 

●●早期健全化基準早期健全化基準  25.0 25.0

●●財政再生基準財政再生基準  35.035.0

税や地方交付税などの収 

入に対し、借入金の返済 

金や下水道などの特別会 

計繰出金のうち、借金の 

返済分、債務負担行為（後 

年度の負債）などの実質 

的な借金返済額の大きさ 

を示し、資金繰りの危険 

度を表すもの。平成17 

～19年度の３ヵ年平均で 

示しています。 

●早期健全化基準  25.0 

●財政再生基準  35.0

与謝野町  16.7 ↓
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まちの　　　 お届けします話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題話題
故尾上文男さんが
旭日単光章を受賞
故尾上

お の え

文
ふみ

男
お

さん（算所）

がこのほど、

旭日単光賞を

受章されまし

た。

尾上さんは、

昭和53年に加

悦町議会議員

に初当選して

以来、12年の長きにわたり在職され、

旧加悦町の発展のため尽力されました。

この間、厚生常任委員長や各種組合議

員を歴任され町政の振興に携わる一方、

昭和52年から平成20年までの約30年間、

加悦町少年野球連盟会長および与謝野町

学童野球連盟会長として、青少年の健全

育成と社会教育の推進に多大な貢献をさ

れました。（写真はご遺族提供）

●よさの大江山登山マラソン大会

秋雨の中
与謝野路を
547人が力走

「第３回よさの大江山登山マラソン大会」が９月21日、大江山運動公園グ

ラウンドをスタート・ゴールに開催され、23.5km、10km、ジョギング

（3.5km）の各コースに547人のランナーが出場しました。

この日は、朝から強い雨が降り続く厳しいコンディション。しかし、大江

山縦走の23.5kmコースでは、ぬかるむ登山道にランナーは時折り足をとられ

ながらもゴールを目指し力走しました。また、ちりめん街道などを回る

10kmコースには、ゲストランナーの安
あ

部
べ

友
とも

恵
え

さんが出場。出場者とともに

与謝野路を駆け抜け、大会を盛り上げました。

１部（23.5km/男子39歳以下）橋
はし

本
もと

猛
たか

志
し

（京都市）

２部（23.5km/男子40歳以上）岩
いわ

田
た

賢
けん

一
いち

（神奈川県）

３部（23.5km/女子39歳以下）今
いま

井
い

敦
あつ

子
こ

（奈良県）

４部（23.5km/女子40歳以上）加
か

藤
とう

和
かず

美
み

（大阪府）

５部（10km/男子39歳以下）大
おお

石
いし

哲
てつ

也
や

（兵庫県）

６部（10km/男子40歳以上）南
なん

藤
どう

宏
ひろ

和
かず

（奈良県）

７部（10km/女子39歳以下）平
ひら

井
い

琴
こと

加
か

（四辻）

８部（10km/女子40歳以上）曽
そ

根
ね

千
ち

鶴
づる

（福知山市）

●地震につよい住まいづくり推進フェア

わが家の備えは万全ですか?
「地震につよい住まいづくり推進フ

ェア」が８月31日、加悦谷ショッピ

ングプラザウィルで開催されました。

耐震診断や耐震改修に対する意識を

高めてもらおうと、地震に強いまちづ

くりを進める与謝野町や京都府などが

主催して行われたこのイベント。会場には、家具転倒防止グッズなどの防災

用品や丹後大震災の被害写真が展示されたほか、耐震改修の助成制度や建築

士による耐震リフォ―ムに関する相談会が行われました。また宮津高校建築

科の生徒が先生役を務めた「建築わくわく体験」では、小学生らを対象に地

震に関する授業が行われ、クイズを通してわが家の耐震の重要性を呼びかけ

ました。

双峰公園の登山道を
駆け登るランナー

新田榮一さん 茂籠英夫さん

10

06 財政健全化法に基づく健全化比率の公表

健 全 化 判 断 比 率 ・ 資 金 不 足 比 率

財
政
健
全
化
法
が
平
成
十
九

年
に
公
布
さ
れ
、
平
成
十

九
年
度
決
算
か
ら
新
し
い

四
つ
の
指
標
「
実
質
赤
字
比
率
」
「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」
「
実
質
公
債
費
比

率
」
「
将
来
負
担
比
率
」
の
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
健
全
化
比
率
の
う
ち

ひ
と
つ
で
も
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
な
り
、
「
財
政

健
全
化
計
画
」
を
、
さ
ら
に
再
生
基
準

に
達
し
て
い
る
も
の
が
ひ
と
つ
で
も
あ

れ
ば
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
な
り
「
財
政
再

生
計
画
」
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

与
謝
野
町
の
健
全
化
比
率
は
、
全
て

基
準
を
下
回
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
引

き
続
き
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
「
資

金
不
足
比
率
」
で
財
政
の
健
全
度
を
判

断
し
ま
す
。

与
謝
野
町
は
宅
地
造
成
事
業
特
別
会

計
が
赤
字
と
な
り
該
当
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
、
三
河
内
の
大
道
分
譲
宅

地
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
完
了
し
売
り
出
せ
ば
基
準
を
下
回

り
ま
す
。
通
常
な
ら
ば
、
経
営
健
全
化

計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、「
上
回
る
の
が
一
時
的
で
、
か
つ
、

そ
の
翌
年
度
に
営
業
収
益
が
回
復
す
る

こ
と
で
基
準
未
満
と
な
る
こ
と
が
確

実
」
な
場
合
、
計
画
策
定
は
免
除
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
明
石
の
日
吉
ヶ
丘

団
地
等
未
売
却
分
が
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
さ
ら
に
販
売
促
進
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

平成19年度

決算

【普通会計】
一般会計、土地取得特
別会計、石田土地区画
整理事業特別会計を純
計したものに簡易水道
特別会計の一部を追加
したもの

【特別会計】
上記を除く、国保・老
人保健・介護保険など

【公営企業会計】
簡易水道・下水道・宅
地造成など

【一部事務組合】
消防組合、中学校組合
など

【広域連合】
後期高齢者医療広域連
合など

【第３セクター】

【土地開発公社】

新田さん、茂龍さんが
京都府公民館連絡協議会
優良職員表彰を受賞
幾地地区公民館長の新

にっ

田
た

榮
えい

一
いち

さん（幾

地）、下山田地区公民館主事の茂
も

籠
ろ

英
ひで

夫
お

さん（下山田）がこのほど、平成20年

度京都府公民館連絡協議会優良職員表彰

を受賞されました。

新田さんは平成15年の館長就任以来、

地域の特性を生かした文化祭事業や陶芸

教室などに取り組まれ、また茂龍さんは

平成15年の主事就任以来、種まきから

始める園芸講座や納涼祭りなど住民に親

しまれる公民館づくりに取り組まれてい

ます。共に公民館事業を通して生涯学習

の推進に多大な貢献をされており、その

功績が認められ今回の受賞となりました。

功績・功労をたたえて

決算審査意見書から（抜粋）

■「総合計画」や「行政改革大綱」また「町

民憲章」等が策定され、ようやく新町の進

むべき方向が明確になった。また、各種団

体の統合など一体性の確保もなされてきて

おり、着実に「まちづくり」の基盤が整い

つつあるといえる。

■計画どおりに事業を執行し、目標達成に向

けて堅実な歩みを期待するものである。特

に、地場産業の不況によって大きな痛手を

受けている町民が多く、合併後の町施策に

期待されるところが少なからずあるものと

知っていただきたい。

■公共料金の滞納処理については努力のあと

が見られる。特に従来の給水停止措置や国

保保険証短期交付措置等に加えて、CATV

の架線切断や徴税の差し押え措置などを順

次行い成果を挙げてきている。今後、全料

金において全職員挙げてこれに取り組む体

制を敷くなど、最善の努力を望みたい。

監査委員　 足立正人　廣野安樹

にぎわう「建築わくわく体験」コーナー

大会運営についてのお詫び

今回23.5kmコースにおいて、走路上で誘導ミス等があり、選手の皆様に

は大変ご迷惑をおかけしました。出場されました皆様に心からお詫び申し上

げます。今後、今回の事態を引き起こした要因を含め、安全で安心して参加

いただけるよう再点検し、課題を整理して対応策を練ってまいります。そし

て、二度と今回のような問題を起こすことがないよう、またご参加の皆様に

愛される大会となりますよう、鋭意努力を重ねていく所存でございます。

よさの大江山登山マラソン大会実行委員長

◎大会結果（各部門１位のみ・敬称略）――――――――――――――――――――――
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イン フ ルエンザ か　ぜ 

▽
 

38～40度の高熱 

▽
 

頭痛 、 関節痛 、 筋肉痛 、 倦怠感な ど の 
全身症状が１週間程度続く 

▽
 

鼻水やせきなどが出ることもある 

症　状 

▽
 

の ど の痛み 、 鼻水 、 せきなど 

▽
 

熱は低め 

▽
 

全身症状はあまり見られない 

急な高熱で発症し 、 １週間程度続く 経　過 ゆっくり経過 

強い 感染力 イン フ ルエンザほどではない 

◎
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
　

栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
取
り
、
抵
抗
力

を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者
や
慢

性
疾
患
を
持
っ
た
人
、
ま
た
疲
れ
て
い
た

り
睡
眠
不
足
の
人
は
、
人
ご
み
へ
の
外
出

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

◎
手
洗
い
、
う
が
い
の
励
行

手
洗
い
と
う
が
い
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
だ
け
で
な
く
普
通
の
か
ぜ
の
予
防
に
も

効
果
的
で
す
。
普
段
か
ら
手
洗
い
の
習
慣

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
は
流
水
と
石

鹸
で
し
っ
か
り
と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
適
度
な
湿
度
（
50
〜
60
％
）
を
保
つ

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
防
御
機

能
が
低
下
す
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
外
出
時
の

マ
ス
ク
の
着
用
や
室
内
で
の
加
湿
器
利
用

で
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

現
在
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
に
は
、

ウ
イ
ル
ス
に
直
接
作
用
す
る
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
が
主
流
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
解

熱
剤
や
せ
き
止
め
な
ど
の
症
状
を
抑
え
る

た
め
の
治
療
が
中
心
だ
っ
た
以
前
と
比
べ

て
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
増

殖
を
抑
え
、
熱
を
下
げ
、
か
か
っ
て
い
る

時
期
を
短
く
し
ま
す
。

た
だ
し
、
あ
ま
り
遅
く
な
っ
て
か
ら
使

っ
た
の
で
は
十
分
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ

ん
。
発
病
（
発
熱
）
か
ら
お
お
む
ね
四
十

八
時
間
以
内
が
有
効
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
か
な

と
思
っ
た
ら
、
な
る
べ
く
感
染
か
ら
二
日

以
内
に
受
診
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ど

う
か
診
断
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
治
療

に
つ
い
て
の
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
熱
の
あ
る
と
き
は
、
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
は
人
間
に
も
と
も
と
備
わ
っ

て
い
る
「
免
疫
力
」
を
高
め
る
働
き
を
し

ま
す
。
感
染
を
１
０
０
％
抑
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

り
、
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
症
状

が
悪
化
す
る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
は
効
果
が
出
る
ま

で
に
２
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
流
行
が

始
ま
る
前
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

満
六
十
五
歳
以
上
の
方
は
、
予
防
接
種

法
に
よ
る
「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
昨
年
度
は

約
七
千
人
の
対
象
者
の
内
、
四
千
六
百
九

十
八
人
の
方
が
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

◎
満
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
期
間
中
に
六

十
五
歳
に
な
る
方
も
含
み
ま
す
）

◎
満
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
で

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の

あ
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
相
当
）

※
対
象
者
に
は
個
別
案
内
は
し
ま
せ
ん
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
保
健

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

十
月
二
十
日（
月
）〜
十
二
月
十
九
日（
金
）

宮
津
・
与
謝
管
内
の
医
療
機
関

（
与
謝
の
海
病
院
を
除
く
）

◎
保
険
証
な
ど
の
住
所
・
年
齢
の
確
認
が

で
き
る
も
の
。

◎
個
人
負
担
金
　
千
円
（
生
活
保
護
世
帯

の
方
は
四
百
円
。
手
続
き
必
要
）

◎
予
診
票
（
保
健
課
、
野
田
川
・
岩
滝
地

域
振
興
課
、
各
実
施
医
療
機
関
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
）

詳
し
く
は
、
十
月
十
日
（
金
）
に
配
布

す
る
「
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
不

明
な
点
は
保
健
課
（
1
（
４
３
）
１
５
１

４
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

寒
く
乾
燥
し
た
季
節
に
最
も
活
発
に
な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ふ
つ
う
の
か

ぜ
と
は
違
い
、
注
意
が
必
要
な
感
染
症
で
す
。
適
切
な
予
防
と
対
処
法
を

知
っ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
撃
退
し
、
流
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

健やか広場　ss インフルエンザにご注意ください がんばってます！消防団 編集●加悦方面隊

平成20年度全国統一防火標語「火の始末 君がしなくて 誰がする」

■「インフルエンザ」と「かぜ」は違います！ 風水害のときはどうするの!?
平成16年10月の台風23号による風水害は、４年たった今でも決して忘れることはできません。

まだまだ台風などによる災害シーズンが続きます。「まだ大丈夫」と思っていても、急激に状況

が変化する場合があります。異変を感じたらすぐに対応するようにしましょう。

01

03

02

早めの情報収集
危険が迫ってからでは手遅れになることもあるので、町の

防災情報やテレビ、ラジオ、インターネット等で最新の情

報を入手しましょう。

避難に関する情報を正しく理解する
■避難準備（要援護者避難）情報

避難をするのに時間がかかる要援護者（高齢者、障害者など）は、

計画された避難場所への避難行動を開始する。要援護者の避難を

支援する人は支援行動を開始する。それ以外の住民は、家族等と

の連絡、非常用持出品の用意等、避難準備を開始する。

■避難勧告

避難対象地域内の全ての住民は計画された避難場所などへの避難

行動を開始する。

■避難指示

避難中の住民は避難を完了する。もし避難する余裕がなければ建

物の高所に移るなどの生命を守る最低限の行動をとる。

避難するときのポイント
■動きやすく安全な服装で

ヘルメットや防災ずきん等で頭を保護し、靴は運動靴を。

■足元に注意を

水面の下には、マンホールや側溝などの危険な場所があります。

長い棒をつえの代わりにして確認しながら歩きましょう。

■水の深さに注意

水の深さがひざ上（50cm以上）まである場合は危険です。水の流れが速い場合は20cm程度でも歩けない

ことがあります。高所で救援を待ちましょう。

避難勧告時の伝達方法

避難勧告は、防災行政無線（岩滝・

野田川地域）、音声告知放送（加悦

地域）、広報車のほか、サイレン吹

鳴により皆さんに伝達します。

【避難勧告時】

60秒 吹鳴
｜

５秒 休止
｜

60秒 吹鳴

日
常
生
活
の
注
意
点

か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら

予
防
接
種
に
よ
る
予
防

問
い
合
わ
せ
先

接
種
に
必
要
な
物

接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関

実
施
期
間

対
象
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
た
め
に

満
六
十
五
歳
以
上
の
方
へ

今
年
度
か
ら
対
象
者
へ
の

個
別
案
内
は
行
い
ま
せ
ん
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British Times［第1回 新しい生活］ 国際交流員 Lok Yin's コラム

時の贈り物 ［第30回 木造毘沙門天立像］ まちの文化財

屋
区
に
あ
る
雲
岩
寺
の
天
王

堂
に
は
、
四
体
の
仏
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

中
の
木
造
毘
沙
門
天
立
像
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

木
造
毘
沙
門
天
立
像
は
、
頭
に
兜

か
ぶ
と

を
か
ぶ
り
、
身
体
に
は
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

を
着
け
、

左
手
に
宝
塔
を
、
右
手
に
は
戟げ

き

（
矛ほ

こ

の
一
種
）
を
と
り
、
邪じ

ゃ

鬼き

を
踏
ん
で

い
ま
す
。
高
さ
は
約
九
二

と
小
振

り
で
す
が
、
そ
の
姿
は
ま
さ
に
兵
士

を
思
わ
せ
、
重
々
し
さ
と
威
厳
を
備

え
た
そ
の
顔
の
表
情
は
、
室
町
時
代

の
仏
像
の
特
徴
を
み
ご
と
に
表
し
て

お
り
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
十
二
日

に
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

毘
沙
門
天
の
名
前
は
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語（
イ
ン
ド
の
古
語
）の
「
ビ

シ
ュ
ラ
バ
ナ
」
か
ら
き
て
お
り
、
そ

の
言
葉
の
「
全
て
を
聞
く
」
と
い
う

セ
ン

チ

意
味
か
ら
「
多た

聞も
ん

天て
ん

」
と
も
言
い
ま

す
。
通
常
、
帝
釈
天

た
い
し
ゃ
く
て
ん

の
四
方
を
守
る

四
天
王
と
し
て
は
、
北
方
を
守
護
す

る
武
将
「
多
聞
天
」
と
呼
ば
れ
、
単

体
の
時
に
は
、「
毘
沙
門
天
」
と
呼
ば

れ
ま
す
。

雲
岩
寺
の
毘
沙
門
天（
多
聞
天
）に

関
し
て
は
、
宮
津
の
智
恩
寺
所
蔵
の

『
九く

世ぜ

戸と

縁え
ん

起ぎ

』
の
記
述
の
中
に
、

「
黒
い
雲
の
中
か
ら
多
聞
天
が
姿
を

現
し
て
、
雲
岩
（
雲
岩
寺
に
あ
る
巨

石
）
と
な
る
。
こ
の
多
聞
天
、
文
殊

に
参
り
て
仕
え
奉
る
。
こ
れ
を
雲
岩

寺
と
号
す
」
と
書
か
れ
、
さ
ら
に
、

天
王
堂
の
扁へ

ん

額が
く

に
は
「
北
天
王
」
と
、

北
方
を
守
る
多
聞
天
が
記
さ
れ
て
お

り
、
両
者
と
も
「
多
聞
天
」
と
し
て

表
現
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で

は
、
単
体
で
作
ら
れ
た
仏
像
と
し
て

捉
え
、「
毘
沙
門
天
」
と
し
て
い
ま
す
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

岩

図書館へ行こう！ BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 1 46-2451 加悦分室 1 43-0376 野田川分室 1 43-0087
●開館時間／午前10時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）毎週火曜（野田川分室）毎月最終木曜（共通）

図書館おはなし会

＜本館＞

11月１日（土）

①午前10時30分～　②午後３時～

＜加悦分室＞

10月18日（土）午後３時～

＜野田川分室＞

11月8日（土）午後３時～

読み聞かせ講習会（子どもゆめ基金助成活動）

●日時／10月26日（日）午後２時～

●場所／生涯学習センター知遊館

●講師／諸岡 弘 氏（JPIC（出版文化産業振興財団）読書アドバイザー関西

支部代表）

●申込方法／10月22日（水）までに、電話で図書館へ申し込んでください。

●募集人数／30人程度

●主催／与謝野町読み語り推進活動実行委員会

よいよ10月に入って秋になりました。

皆さんお元気でいらっしゃいますか。

秋といえばやはり食べること、運動、そして

読書のことが思い浮かびますよね。私も１年

中でこの季節が一番好きです。

出身地のイギリスのスコットランドでは、

日本よりお祭りが少なくて、秋には子ども向

けのハロウィーンしかありませんが、私個人

としては、毎年この季節に家族と祝う日が２回あります。

それは誕生日と「中秋節」と呼ばれる日本の「お月見」

です。私の家族はもともと香港から引越ししましたので、

お月見の伝統があって「中秋節」にはムーンケーキ（月

餅）を食べます。イギリスでは移住者が多く、中国、イ

ンド、ポーランド、パキスタンなどの料理店がたくさん

あるので、手に入れることができます。

私は1983年に香港で生まれましたが、先任者のハリー

さんと同じように、子どもの時に家族と一緒に外国に移

住して、小学校から大学までイギリスのスコットランド

のエディンバラで生活しました。このことから、私にと

っては香港よりエディンバラの方を自然に「故郷」と思

います。時々複雑な気分もありますが、やはり両方の文

化を身につけることができてよかったです。その上、日

本の文化にもふれることができて幸いです。

もちろん、家族が最初からうまく慣れたわ

けではありません。イギリスに引越したのは

家族と一緒と言いましたが、実はみんな別

々に行きました。７歳上の兄は私より１年先

に着いて、違う都市の全寮制学校に行きまし

た。次に私と母が同時に引越しましたが、英

語が話せない母は言葉が通じなくて全部をゼ

ロから習って、新しい習慣、仕事と生活に慣れるには本

当に苦労しました。しかし、私はとても楽でした。もち

ろん同じクラスの人のように英語がぺらぺらなわけでは

ありませんでしたが、やはり子どもですから適応性がか

なり高くて、遊びながら簡単に言語のスキルが上手にな

って、自信も増えていきました。父はその数年後、公務

員の仕事を退職して、エディンバラで販売店を始めまし

た。

現在、もう一度外国人として日本に来て、誰も知らな

い何も分からないまま新しい生活と仕事を始め、困難も

いっぱいあるでしょう。本当に分からないことばかりで

すが、いろいろ教えていただいてがんばりたいと思いま

す。皆さん、気楽に声をかけてください。よろしくお願

いいたします。

い
今月のオススメの一冊

雑誌リサイクルのお知らせ

今森光彦ネイチャーフォト・ギャラリー
不思議な生命に出会う旅・世界の昆虫
今森光彦／偕成社

なかなか熱帯雨林に出かけるこ

とはできませんが、この本では今

まで見たことのないジャングルの

中の虫や植物といった自然の姿を

見ることができます。何十年に一度

しかチャンスがめぐってこないめずらしい写真など22点

が、撮影時の秘話や撮影データとともに収録されています。

一般書

あきいろおさんぽ
村上康成／ひかりのくに

るるちゃんは、きつねやりす、

山の生き物たちとお友だち。黄

金色の白樺林をお散歩している

と、誰かが呼んでいます。誰が

るるちゃんを呼んでいるのでし

ょうか。トーンをおさえた色彩

で動物たちとのふれあいが描かれた秋らしい絵本で、読

み終った後はあたたかな気持ちになれます。

児童書

新
着
図
書
の
紹
介

【一般書】●『国母の気品』工藤美代子／清流出版　●『京都府の山』内田嘉弘／山と渓谷社　●『フィンランド豊か

さのメソッド』堀内都喜子／集英社　●『地の日天の海（上・下）』内田康夫／角川書店　●『ゲゲゲの鬼太郎　愛蔵

版（１～５）』水木しげる／中央公論新社　●『コンパニオンプランツで無農薬の野菜づくり』学研　●『南極にいっ

た男』立松和平／東京書籍　●『13番目の物語（上・下）』ダイアン・セッタフィールド／日本放送出版協会

【児童書】●『クラスルーム』折原一作／理論社　●『命をつなげ！ドクターヘリ』岩貞るみこ／講談社　●『世界の

ことばあそび（１～５）』こどもくらぶ／旺文社　●『ねこの学校（１・２）』キム・ジョンギョン／岩崎書店　●『お

ばけのジョージーのハロウィーン』ロバート・ブライト／徳間書店　●『しゃっくり１かい１びょうかん　こども

のためのじかんのほん』ヘイゼル・ハッチンス（作）ケイディ・マクドナルド・デントン（絵）／福音館書店　●『だ

じゃれオリンピック』中川ひろたか（作）高畠純（絵）／絵本館

本館と加悦分室で保存期限が切れた雑誌をリサイクルと

して皆さんにお譲りします。なお今回は本館で実施後、加

悦分室、野田川分室に巡回しますので、お近くの図書館

（室）で本を借りるときに、ぜひご利用ください。

●日時／それぞれ開館時間中（午前10時～午後６時）

＜本館＞10月31日（金）～11月６日（木）

＜加悦分室＞11月８日（土）～11月13日（木）

＜野田川分室＞11月15日（土）～11月20日（木）

●内容／平成16年９月から平成17年８月末までに購読した

雑誌52種類約800冊。先着順でなくなり次第終了します。

雑誌タイトルは館内掲示ポスター・図

書館ホームページでご確認ください。

●その他／１人３冊まで。予約、取り

置き、交換は受け付けません。受け

取りの際には図書館カードを提示し

てください。

●種別／彫刻

●指定状況／与謝野町指定文化財

●管理者／雲岩寺

●時代／室町時代



家屋の新築・取り壊しの
連絡をお願いします

平成20年１月２日以降に家の

新築増築・一部建て替え、また

は取り壊し等ありましたら、家

の木造・非木造に関わらず、税

務課へご連絡ください。

新増築の家屋調査については、

非木造家屋は京都府丹後広域振

興局税務室、木造家屋は税務課

が伺います。

なお、税務課では家屋調査を

順次行っています。ご協力をお

願いします。

税務課1 44-2084問
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天橋立周辺地域景観まちづくり計画を推進します
建設課1 46-3267問

●
建
築
物
や
工
作
物
等
の

景
観
計
画
区
域
内
の
ル
ー
ル
を

定
め
ま
し
た

京
都
府
で
は
、
天
橋
立
や
そ
の
周

辺
地
域
の
特
徴
的
な
眺
望
景
観
を
保

全
す
る
た
め
、「
天
橋
立
周
辺
地
域
景

観
計
画
」
を
策
定
し
、
建
築
物
や
工

作
物
等
の
景
観
形
成
に
関
す
る
ル
ー

ル
を
定
め
ま
し
た
。

景
観
計
画
の
区
域
内
に
お
い
て
、

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
一
日
以
後
、

建
築
物
の
新
築
、
改
築
、
外
観
の
変

更
等
に
着
手
す
る
場
合
は
事
前
に
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
屋
外
広
告
物
の

禁
止
地
域
を
定
め
ま
す

屋
外
広
告
物
の
規
制
と
し
て
、
京

都
府
で
は
、
岩
滝
海
岸
線
沿
道
区
域

（
下
記
区
域
）を
屋
外
広
告
物
の
禁
止

地
域
に
指
定
す
る
予
定
で
す
。

禁
止
地
域
指
定
後
は
、
事
業
所
・

店
舗
等
の
建
物
や
敷
地
内
に
事
業
所

の
名
称
・
事
業
内
容
等
を
表
示
す
る

広
告
物
等
を
除
き
、
こ
の
地
域
に
屋

外
広
告
物
が
設
置
で
き
な
く
な
り
ま

す
。な

お
、
今
ま
で
と
同
様
に
、
禁
止

地
域
で
も
そ
れ
以
外
の
地
域
で
あ
っ

て
も
、
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場

合
は
原
則
と
し
て
与
謝
野
町
の
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「すこやかメンバーズ」で心も体も元気に！
福祉課1 43-1513問特定高齢者等介護予防事業

与
謝
野
町
で
は
、
与
謝
野
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
事
業
委
託
し
て
、
要

介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
「
特

定
高
齢
者
等
介
護
予
防
事
業
（
愛
称

…
す
こ
や
か
メ
ン
バ
ー
ズ
）」を
九
月

一
日
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
通
所
や
出
前
講
座

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
解

消
や
自
立
生
活
の
助
長
、
要
介
護
・

要
支
援
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
週
二
回
、
ク
ア

ハ
ウ
ス
岩
滝
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
介
護
が
必
要
に
な
ら

な
い
た
め
の
転
倒
予
防
教
室
「
お
た

っ
し
ゃ
倶
楽
部
」
の
卒
業
生
で
、
現

在
二
十
二
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
回
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
十
五
人
の

参
加
が
あ
る
と
い
う
ほ
ど
事
業
は
大

好
評
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の
職
員
を

指
導
員
に
、
血
圧
測
定
か
ら
は
じ
ま

り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
プ
ー
ル
で
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
で
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は「
お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
」

卒
業
生
の
み
を
対
象
に
し
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
か
ら
は
参
加
者
の
範
囲

を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
、
福
祉
課
（
1
（
４
３
）１
５

１
４
）
ま
た
は
与
謝
野
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
1
（
４
６
）５
５
５
６
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交通安全に取り組んでいます
総務課1 46-3003問与謝野町交通安全対策委員会

●
幼
児
交
通
安
全
教
育
を

最
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

与
謝
野
町
交
通
安
全
対
策
委
員
会

で
は
、
幼
児
の
交
通
安
全
教
育
を
最

重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
町
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所（
園
）

に
お
い
て
、
保
護
者
会
等
と
連
携
し

て
年
間
３
回
程
度
開
催
し
て
お
り
、

宮
津
警
察
署
交
通
担
当
警
察
官
の
指

導
の
下
、
各
地
域
の
交
通
対
策
委
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
交
通
安
全
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た

各
区
、
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

所
（
園
）
等
か
ら
交
通
危
険
箇
所
の

改
善
要
望
を
受
け
、
宮
津
警
察
署
、

京
都
府
等
の
関
係
者
と
合
同
で
、
七

月
十
九
日
に
交
通
安
全
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
、
危
険
箇
所
の
改
善

方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ストレッチで体を伸ばす参加者

加悦保育園での交通教室

調査後の対

策会議

現地調査の

様子

天橋立周辺地域 
景観計画区域 

景観計画区域は、与謝野 

町の一部（旧岩滝町域） 

および宮津市の一部の区 

域です。詳細な区域は、 

問い合わせ先でご確認く 

ださい。 

屋外広告物禁止地域 
（岩滝海岸線沿道区域） 

今回指定予定の禁止地域 

は、現在建設中の岩滝海 

岸線の道路境界線から 

100m以内の区域です。詳 

細な区域図は、問い合わ 

せ先でご覧いただけます。 

阿蘇海 

橋立中学校 

男山交差点 

阿蘇シー サ イ ド パ ーク 

●問い合わせ先 

京都府建設交通部都市計画課 　 075-414-5327 

京都府丹後土木事務所企画調整室　   22-2143 

与謝野町役場建設課　   46-3267 

屋外広告物禁止地域 
（岩滝海岸線沿道区域） 

天橋立周辺地域景観計画区域図 

屋外広告物禁止地域区域図 

●
参
加
者
の
声

「
お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
で
一
回
、

水
の
中
を
歩
く
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
足
が
丈
夫
に
な
る
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
こ

の
事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
月
曜
日
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」

「
私
に
と
っ
て
体
操
は
少
し
苦
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
プ
ー
ル

に
入
れ
ば
体
調
も
よ
く
な
り
、
楽

し
く
運
動
で
き
ま
す
」

「
水
中
で
は
足
元
が
フ
ラ
フ
ラ
し

て
い
ま
す
が
、
毎
回
の
よ
う
に
新

し
い
発
見
が
あ
っ
て
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」



お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み（

敬
称
略
）

こ
の
欄
で
紹
介
す
る
出
生
と
お
悔

や
み
は
、
８
月
16
日
か
ら
９
月
15

日
ま
で
の
届
け
出
分
で
す
。
役
場

窓
口
で
届
出
の
際
に
希
望
さ
れ
た

方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

入札日 工事番号 工事 名 工事 概要 工事場所 業者数 落札業者名 予定価格 
（千円/税抜） 

最低制限価格 
（千円/税抜） 

落札金額 
（千円/税抜） 

落札率 
（％） 

工事期間 

8/7 2 0与特下委第1号 
特定環境保全公共下水道 
測量調査業務 

空中写真撮影･ 数 地 
図化業務 

岩滝 11者 
内外エン ジ ニアリン 
グ㈱京都北営業所 

17,011 ― 15,080 
H20/8/19 

～12/25 

8/22 2 0与道橋新工第10号 八反田線側溝整備工事 
自由勾配側溝 工･ 場 
所打桝設置工 

三河内 4者 橘建築 4,236 3,360 3,800 
H20/9/2 

～10/31 

8/22 2 0与都市園工第1号 
阿蘇シー サ イ ド パ ーク施 
設整備工事 

透水性脱 色 As舗 装 
工･ 擬 木柵 設置 工 ･ そ 
の他 

岩滝 10者 砂後建設㈱ 35,096 28,079 28,079 
H20/9/3 
～H21/3/21 

8/22 2 0与水改第7号 
下水道関連配水管布設替 
（温江地区その５ ） 工事 

配水管布設工･ 仮 設 
配管工 

温江 9者 砂後建設㈱ 1,283 1,067 1,150 
H20/9/3 

～9/30 

8/22 2 0与水改委第4号 
加悦上水道実施設計業務 
委託 

深井戸新設･土質調査 ･ 
ろ過ポンプ井･その他 

算所 7者 
㈱新大阪エン ジ ニア 
リング福知山事務所 

12,375 ― 10,500 
H20/8/29 

～12/10 

8/22 2 0与林第3号 
林道大田和線詳細設計業 
務委託 

林道詳細設計業務 
明石 
三河内 

9者 
㈱ソ ー ゴ ーギケ 
ン 

1,745 ― 1,520 
H20/8/27 

～10/30 

88.6 

89.7 

80.0 

89.6 

84.8 

87.1 

政 News & Information行政 News & Information行

19 18広報よさの OCTOBER  2008

与謝野町役場

146-3001（代表）

岩滝地域振興課

146-3002

総務課

146-3003

総務課（消防安全係）

146-3004

企画財政課

146-3084

企画財政課（情報システム係）

146-3085

建設課

146-3267

商工観光課

146-3269

会計室

146-3007

野田川庁舎

144-2081（代表）

野田川地域振興課

144-2082

住民環境課

144-2083 

税務課

144-2084 

水道課

144-2085 

下水道課

144-2086

加悦庁舎

143-1511（代表）

加悦地域振興課

143-1512

福祉課

143-1513

保健課

143-1514

農林課

143-2191

議会事務局

143-0215

教育委員会 教育総務課

143-2192

教育委員会 教育推進課

143-2193

平成20年８月末現在

人　口 25,156人 （－28）

男 11,859人 （－13）

女 13,297人 （－15）

世帯数 9,021戸 （－01）

まちのうごき

与謝野町では、性別や年齢に関わりなく、みんなが男女

共同参画社会の実現に向けて考え、積極的に行動するま

ちづくりを進めるため、男女共同参画の視点を学習する

講座を次のとおり実施します。どなたでも無料で参加し

ていただけますので、お気軽にご参加ください。
講座のご案内

シリーズ

男 女 共 同 参 画
第７回

未
納
料
金
で
民
事
訴
訟
!?

『
架
空
請
求
』

ハ
ガ
キ
や
封
書
、
メ
ー
ル
な
ど
で

届
き
ま
す
。
内
容
は
「
あ
な
た
に
は

未
納
料
金
が
あ
り
、
契
約
会
社
か
ら

民
事
訴
訟
裁
判
の
訴
状
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
詳
し
く
は
差
出
人
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

■
対
処
方
法

◎
受
取
人
の
不
安
を
あ
お
り
、
差
出

人
へ
連
絡
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無

視
し
、
差
出
人
へ
は
絶
対
に
連
絡

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
新
た
な
個

人
情
報
の
聞
き
出
し
や
高
額
な
費

用
を
請
求
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
）

◎
心
配
な
と
き
、
万
が
一
本
当
の
裁

判
所
か
ら
通
知
が
届
い
た
と
き
は
、

相
談
窓
口
へ
。

本
当
に
格
安
!?

『
見
本
工
事
商
法
』

「
お
宅
は
場
所
が
い
い
か
ら
見
本

工
事
と
し
て
や
ら
せ
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
言
っ
て
訪
問
し
、
特
別
に
格
安

で
で
き
る
こ
と
を
強
調
し
て
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
等
の
契
約
を
迫
り
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
は
少
し
も
安
く
な
く
、

ず
さ
ん
な
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。（
例
…
外
壁
工
事
、
ソ
ー

ラ
ー
シ
ス
テ
ム
、
屋
根
の
ふ
き
替
え

工
事
な
ど
）

■
対
処
方
法

◎
訪
問
販
売
の
場
合
、
契
約
書
面
を

受
け
取
っ
た
日
を
含
ん
で
八
日
以

内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
で
契
約
解
除
）で
き
ま
す
。

詳
細
は
相
談
窓
口
へ
。

◎
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
た
ら
、
あ
き

ら
め
ず
に
相
談
窓
口
へ
。

消
費
生
活
相
談
窓
口
一
覧

◎
与
謝
野
町
役
場
　
商
工
観
光
課

1
（
４
６
）
３
２
６
９

（
各
地
域
振
興
課
で
も
対
応
可
）

◎
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
　
商
工

労
働
観
光
室

1
０
７
７
２
（
６
２
）
４
３
０
４

◎
京
都
府
消
費
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー

1
０
７
５
（
６
７
１
）
０
０
０
４

◎
消
費
生
活
週
末
（
土
・
日
）
電
話

相
談

1
０
７
５
（
２
５
７
）
９
０
０
２

京
都
府
で
は
、
十
月
を
「
く
ら
し
の
安
心
・
安
全
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

消
費
者
被
害
を
防
ぐ
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
事

例
を
参
考
に
、
悪
質
商
法
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ストップ消費者被害!! 悪質商法にご用心
商工観光課1 46-3269問10月はくらしの安心・安全推進月間です秋のイベント情報 商工観光課1 46-3269問

事
例
②

事
例
①

………………………………………………………………………………… 総務課1 46-3003問月入札結果8

10/19（日）

ちりめん街道
まるごとミュージアム
ちりめん街道一帯を

ミュージアム（美術

館）に見立て、かつ

ての賑わいを再現。

ぜひ着物でお出かけ

くださ

い。

10/26（日）

大内峠
紅葉まつり
会場の大内峠一字観

公園から眺める横一

文字の天橋立は絶景。

峠のふもとから山頂

を目指すハイキング

も心地よ

いです。

11/2（日）・3（祝）

加悦SL広場
周年祭
新たにSL広場へ動態

車両として加わった

小型ディーゼル機関

車（通称カトーくん）

の公開運転も行われ

ます。
※日程・
内容とも
に変更に
なる場合
があります。

11/16（日）

YOSANOオータム
フェスティバル
岩滝体育館とクアハ

ウス岩滝を拠点に開

催される与謝野町の

産業祭。今年も特産

品の販売などイベン

ト盛りだ

くさん

です。

平成20年度「KYOのあけぼの大学」地域講座

「エンジョイ！自立人生」

あなたは自分らしく生きていますか？

人生を豊かにする条件とは？パートナ

ーとのよりよい関係づくりを通し、自

立人生の楽しみ方について考えます。

■日時 10月15日（水）

午後７時30分～

■会場 生涯学習センター知遊館

■講師 小芝ルリ子氏（「役に立つ夫会」

主宰、絵本作家、ハーブの家

オーナー）

DVを考える集い

「あなたの大事な人がDV被害者だったら」

ＤＶ※被害者から相談を受けたとき、支

援できることは何かを学びます。

■日時 11月６日（木）午後１時～

■会場 生涯学習センター知遊館

■講師 栗岡多恵子氏（Brisa（ブリー

ザ）主宰、リラクゼーション・

ボディワーカー）

※ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

…配偶者や恋人などに精神的、身体的暴力

等を加えて相手を支配しようとすること。

申込
方法

電話、FAX、メールのいずれかの方法で企画財政課までお申し込みく

ださい。当日参加もできます。

146-3084／FAX 46-4630／E-mail kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp


